
 

 

 

 

 

 

１学期終業式 ～有意義な夏休みを～ 
１学期の終業式を迎えることができました。登校日数は７２日（１年生：６８日）、学校目

標である「地域や仲間を思い 夢に向かって輝く子どもの育成」、そして打上小の合言葉である

「げん気・やる気・がまんの気」を育むために、さまざまな教育活動に取り組んできました。 

４月スタートの頃に見られた初々しい姿は、日々の生活や学習を積み重ねていくなかで、そ

れぞれの「学年らしさ」へと変わり、どの学年にも確かな成長ぶりが感じ取れます。他とのか

かわりの中で、そしてたくさんの活動や経験を通して、一人ひとりが成長できた１学期だった

と思います。 

保護者・地域のみなさんには、日頃より学校に対してご理解とご協力をいただき、また、子

どもたちの様子を温かく見守り、励ましていただきありがとうございました。いよいよ明日か

ら、子どもたちが楽しみにしてる夏休みが始まります。夏休みにしかできない経験をたくさん

してほしいと思います。健康に留意し、交通事故や水の事故にはくれぐれも注意して、安全・

安心に、そして有意義な夏休みを過ごしてほしいと思います。 

地域に学ぶ ～地域を好きになる～ 

今年度も唐津市の「いきいき学ぶからつっ子育成事業」の取組みを進めています。この事業は、

市からの補助を受けながら、地域連携等を通じたキャリア教育の促進を目指す取組み、自然環境

や伝統文化への体験学習、学力向上を目指す取組み等を、学校独自に計画を立てて実施していく

ものです。 

7 月 4 日(金)、1 年生・2 年生が地域の豊かな海に触れることを目

的として、波戸岬の玄海海中展望塔に「海の学習」に行きました。

「自然の水族館。自然の海中を散歩しよう！」の言葉とともに、昨

年リニューアルオープンした海中展望塔では、窓から見えるたくさ

んの魚たちが泳ぐ様子に子どもたちもとても喜んでいました。見学

の後は、近くの海辺で磯遊びを体験することもでき、地域の豊かな

自然に触れる、楽しい学習となりました。 

7 月 8 日(火)、4 年生が海に関する仕事を知ったり、それに触れた

りすることを目的として、唐津海上技術短期大学校に見学にいきま

した。まず、船の役割や機能など、船についての講話を聞き、その

後グループに分かれて、学生の皆さんからの説明を受けながら、ロ

ープワーク体験や操船シミュレータ体験を行いました。海の仕事に

ついて、その役割を知ったり、楽しく体験活動にも参加したりする

ことができて、有意義な学習となりました。 

また、「お米の学習」もこの事業の一つとして取り組んでいます。講師の金嶽さんを中心に、

４月末には４・５年生が田植えをし終え、８月末には４・５・６年生で稲刈りをする予定です。

地域とつながる学習活動を通して、地域を思う心を育んでいきたいと思います。 
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よりよい打上小に ～自分たちの力で～ 

7 月 11 日(金)に全校で「スタンプラリー大会」をしました。これ

は、5 月末に行われた代表委員会「議題：全校のみんなが仲を深め

るためのスタンプラリー大会をしよう」を受けて実施したものです。 

「スタンプラリーで楽しむ各教室でのミニゲームを何にするか」

については、各学年で話合いをして内容を決め、自分たちで準備を

進めてきました。それぞれの教室では【１年生：ペットボトル立て】 

【２年生：しゃてき】  【３年生：的あて】 

【４年生：ぎゅうぎゅう新聞のりのりゲーム】 

【５年生：どきどきわくわくアンサンブル】 

【６年生：キーワード宝探し・分かれ道迷路】のゲームがあり

ました。どのゲームも工夫がたくさんされていて、子どもたち

も夢中になって楽しんでいました。また、６年生を中心にどの

縦割りブロック班もよくまとまり、みんなで楽しんでいるとこ

ろもよかったです。 

今回のスタンプラリー大会は、「全校の仲を深めるため」というねらいに沿った、とても有意

義な活動となりました。また、自分たちで考え、話し合って決定をし、みんなで準備をして楽し

めたところにも大きな意義があったと思います。 

活動を通して深まった仲を、これからの日々の生活や学習につなげ、みんなの力で安心と成長

を実感できる学校にしていきたいと思います。 

着衣水泳 ～命を守る学習～ 

7 月１７日(木)、鎮西町社会福祉協議会の防災事業の一つと

して、5 年生・6 年生を対象として着衣水泳の学習を実施しま

した。日本赤十字から３名の方が講師として来られ、「命を守る

方法」について丁寧に指導をしていただきました。 

「浮いて待て」といわれる背浮きの仕方について、そのポイ

ントを教えてもらいながら練習を繰り返し、多くの児童が続け

て浮けるようになりました。 

「万が一」に備えた学習を通して、安全への意識を高めていくことが大切だと考えています。

夏休みも水の事故には十分注意して過ごしてほしいです。 

いじめ・体罰アンケート 
６月に「いじめ・体罰についてのアンケート」を実施しました。ご協力いただいた保護者の皆

様ありがとうございました。 

「いじめ」に関しては、児童からの「嫌な思いをした『○』」及び保護者の方からの「いじめ

を『受けている』」と回答があった件について、関係児童より事実の確認を行い、それに対する

指導と保護者への連絡をし、その後の経過観察や指導を継続しています。 

また「体罰」に関しては、今回の調査では「体罰や行き過ぎた指導等」についての回答やご意

見はありませんでした。引き続き、児童が安心して学び成長できるように、家庭との連携を大切

にしながら指導を続けていきたいと思います。今後とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願

いします。 


